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マツモグリカイガラムシに関する研究 1

{岡 生 態、

竹谷昭彦【1)

Akihiko TAKETAKI: Studies on a ~Iargarodid Scale, 111atsucoccus 
ma!sumurae (KUWANA) (Hemiptera; Coccoidea). 

1. Bionomics 

要 旨:マツモグリカイガラムシの地理的分布の斑査を西日本各地で行な勺た結果，ほとんどの

Jl~域で広恥置に浸性的に発生しているものと推察できた。需主航物のアカマツ，クロマツ，タイワ

ンアカマツ. リュウキュウマツのうちアカマツの抜誌はヰ加ζITJf皆である。

本属には単性生主主力l"llと両住民1:.孤立の荷があるが，木，匝は同性生新~[を1~~.む。 1 !S:刊こ 2 世代繰りかえ

し，成1Uま春 (4 ， 5 月)と秋 (9， 10.Fl) Iζ 出現する η 産卵数:ま移動しな，"クツレープでは移動する

グループより多かった。雌雄JHjでは齢期数，成虫3形態などが異なるさすなわち，主主 3 齢幼虫まで

と能成虫までは外見上ほとんど同じ形態をとるが，雄はこのあと tii. 有姐の成虫と変態を説ける。

1 齢幼虫 (crawler) の定着(?f'I:) 場所は，主幹や印技の比較的太い部分の粗実の下亙や針葉の

謀部などであるさ

被告の標徴は技の奇形成長，下室あるいはねじれ， j[1葉の変色，脱落，幹あるいは技の麦面の異

常な凹凸などであるご

章者 日

1......., 9 

マツモグリカイガラムシはワタフキカイガラムシ科 (Margarodiclae 科， Xylococcinae 5E科， )..1atsuｭ

coccini 技)に服し， 桑名によって λツ[oco(.刀(s matsU11lurae としてj己破された(1905 年に邦文で記哉さ

れ眠 1907 年!と英文で再記載されたり。 その後 1909 年に， COCKERELL が， この X. malSlt1lzurae が

XylococClls .I1~ と顕著な相違点をもっところから 111atsucOCCllS 同を設定したりι この il.fatsucocCltS 凪の寄

生植物はすべて Pinus 属であるつ

現在世界で ll.fatsucoc口(s tと属する聞は 22 限あり、北アメリカから 15 fi~:，台湾から 2 種，イスラエル，

フランス，ソ連，イギリス，そして日本から各 l 種が記録されている c これらの中で， ;11.ρilli (GREEX) , 

)11. 1110110ρhyllae IvlcKEKzIE，凡f. gallicolus l\'10RRISO::--, iH.ρaucicicalrices .MORRISON および λ1. jos，φIz i 

BODE~IIEI !d ER et I-lARPAz などが 1l[. matslt11luYae の近縁程と考えられる o MORRISON (1928)加が日本(桑

名)から入手した棟木!と基づいて11.1.ρhû を Jlf. matsutnurae のシノニムとしたっしかし， BORATYNSKI3) 

によって詳細に検討された結果，阿和は別股とされてきたコ 111atsllcOcCUS 屑は多くの点で‘原始的なカイガ

ラムシにm~，すると考えられるので，仙の原始的なカイガラムシと同じく， A!. matsu111urae と M. ρini の

近似・注にみられるような形態上の相込1まは不明つようであり，形態のみによって同定することは臨難な場

合がある c

本種が発表されて以来，わが国においては，長年:こったって特別の出立も払われていなかったが，最近

19ï1年12月 9 日受理
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に至って， 渡辺・高木 (1967)13) が森かねとおける害虫としてかなりの加害力のある乙とを示唆し，徳重・

森本(1969)12) ;こよって被害の症状および他の病原菌との関係が考察された+

筆者は乙のマツモグリカイガラムシについて， 1968年から詞査を行なってきた。現在まだ不明な点が多

いが‘ぞの被害は各地に相当みられ今後ますます広範問にわたってまんえんする恐れがあるので，取りあ

えず地理的分布や生活史について報告するヴ

なお，本調査を行なそにあたり格~IJの喝力を古里わった関西村;木育種場小林慎一技官，王子製紙亀山育種

場川情政治氏、林業試験場九州支場j毛虫研究室各位，~同支場昆虫研究室各位にお礼申し上げるちまた，

日ごろ木種の疑mJ点に対してお教えいただいている北海道大学農学部高木貞夫博士，調空および取りまと

めに有意義な 1I)]雪をいただ1バた当場小:1とk宮土配昆生叶究室長に保持lすろ。

寄主と地理的分布

本程の寄生する樹種としてアカマツ (P. densiflora) , クロマツ (P. thunbergii) , タイワンアカマツ

(P. massonialla) , リュウキュウマツ (P. luc/mのlsis) が観察されたc この中で，アカマツ，クロマツへ

の寄生は呼通にみられ‘また品種によって木程に対する感受性が異なるよろであるコたとえば?関西林木

育種場(岡山県勝央町)ではアカマツ系に寄生個体数が多く，クロマツとされている品種でもアカマツに

近い品程では寄生を受け， ~.í~系のクロマツはほとんど寄生を受けず，被害もみられなかったつしかし一

方九州林木育種場(熊本県西仔志向.)吋のクローン呉他地に芯いては，関習林木育種場と同程度の発生で

あるにもかかわらず，クロマツ系坑もアカマツ系統と同様に寄生を受け，その伺体数も多かった。

乙の雫主選手は道林l白でも観察されたc たとえ:ばま， 三圭主t ~黒県恩之A卒紀己

どマツモグリカイ;カガ;カガりげザ‘ラムジのi故史害を受け，寄生i自体数が1it--2吉に高いが7 伎を接しているほぼヨ齢 (13~14

年)のクロマツ，テーダマツは全然寄生を受けていなかった。ぞの他のさ悶査Iさでもクロマツへの寄生ほま

れであった J

また， 本種の寄誌を~けていたマツはすべて遣栽されたものであるごすなわち採種悶，造林地， 庭園

樹， I宅風防砂材、に多く，現在までに天然体での被害は認めら礼なかったη

次ピマツモグリカイガラムシが発見された地名をヂI!忍し， Fig. 1 に示した。との資料は筆者の調査乙

各地から送付さ礼た根本によった内この rl:l にほ，わずか数頭しか発見できなかったところも含まれる c

熊木ilî (アカマツ， リュウキュウマツ)，熊本 l早百合志 IIJ (アカマツ，クロマツ)，川内市(草道海岸，

クロマツ)，宮崎市(アカマツ)， 111 口市(アカマツ)，広島県西条町(アカマツ)， 三次市(アカマツ)，

岡山県勝央町(アカマツ，クロマツ)，烏]叉県東郷町(アカマツ)， 同府町(アカマツ)， 神戸市(アカマ

ット京都市(アカマツ，クロマツ， 〆イワンマツ)，包.司Tlî (アカマツ)， 宮津市(クロマツ)， 精華町

(クロマツ)，滋賀県長浜市(アカマツ)，烹良県生駒!I可(アカマツ)，奈良市(クロマツ)、三重県紀伊長

島町(アカマツ)，白山町(アカマツ)，足鷲!f汀(アカマツ)，石川県志雄町(クロマツ)。

以上マツモグリカイガ、ラムシの分布は九州，中国，近畿，北陸の広範頭にわたっている。乙の調査は局

M(l1にしか行なわなかったが，分ー市の広がりから推察して予 I-_~己以外の地域にも発生しているものと思わ

れるご
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Fig. 1 マツモグリカイガラムシの地理的分布〈斜線は米副査域〉

Geograpl昱al distribution of Alafsucoccus matsumurae in the western 

part of ]apan (oblique lines indicate the area oot examined). 

生活史

，、

.) -

観察ほ 1968 (t jてから 1971 :iドまで 4 年間主として三主L!;~紀伊長島町の 13'Îf:!l:.アカマツ造林抱で行ない，

このほか同地で採民した虫を鉢j~'Iえし・たアカマツに寄生させたものを補助(I'~に川いたっ

本語はよr: 2-'日:代を繰りかえし，成虫(雌雄とも)の iH現は，者世代では 4 月 rþl 刊の・ら 5 月上旬まで、秋

世代では 9 月下旬から 10 月中旬までであり， 羽化期間は比較的長Jt[j 111J にわた-，ている。羽化の始まる時

期は地方によって多少ずれがあり，九州地方では 2 弓中旬ごろみられる(九州支場森本桂昆生!日f克室長，

:fLf言)，c 齢期数，形態(ま雌杭で呉なり (Fiε. 2)，また各論栴可:の形態は~ti~汗に県Jよる (Plate 1 & 2. a'" 

h)s 次に各齢の概略を述べる c

~ß 

長径 230 {L 前後， ，立花 HiO" 前受の長崎日7じを旦

する J 色はほとんどが淡黄色であるが、ときには淡

紅のものもある。ふ化直前!と至るとすべて淡褐色に

なるコ事j羽聞は 15"-'20 日であるろ

1 齢幼虫

1 齢幼虫は 2 つの段階を経過する L まず，越を除い

たすべての付・耐肢を只{!lIj して'パら neonate crawl. 

er (Plate 1. a) はふ化後卯のうの rÞ!L:しばらく留

まるが，分散を始めると適当な定着!ß所(針葉の

基部，校の表皮の割れ目，幹のキ[t皮下の内樹皮の露

出している部分など)に移行する。定者すると

crawler の頭部，胸部が肥大し，扇平な西洋なし型

となる (Plate 1, b) 0 この段階を sessile phase と

定ドI，de 世i Fe!"ale 

E[説家ifE

1 齢幼虫 I !ft ).':l虫

CF，っm neonale CI ,-, wb to sessilb Dne 竺e ~ 

l l 
2 齢車U胡j力]虫 中間齢 (2 齢)

Se 亡ond I 白昨:γ一γv lnter' m edi::lte fetn3102 
C=Apod(む)US 1I1<1le larv日)

I 
3 齢幼虫 J或虫

丁I-ird rJ1�e kWV8 Adult fern;j怠
(= Immature rnalei 

成虫，tl.oult rnale 

Fig. 2 マツモグリカイガラムシの生活環

Life cyc1e of ll1afsllcoccus matsUnlurae (K.) 
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いい，まだ付'1/(:，肢をそなえている。色;ま neonate crawler が淡黄色で， sessi1e phase が淡褐色である。

雌中間齢( 2 齢， intermediate íemale)，雄 2 齢幼虫 (Plate 1 & 2, c........e) 

制.と雌で I~請の日子びわが持なるが司形態は;まとんど同じである c この時期は無関であり，長い ril吻と気門

をそなえるのみである1 形は初期のころはやや属平な球形であり，成熟するにつれて球形に近づく。これ

が基本的な形であるが，実際にはíi:Arí' した民所の状況により，さまざまに変形する:，大きさは完全に成熟

したものは雌で 2 111111 ~Jíj 後，雄で lmm 前後であるョ色は同色3

雌成虫 (Plate 2 , g........i) 

雄は中間齢より!日~ 11-" 後すぐ成虫;となる。中間齢より脱出の方法は雄も雄(出 3 齢)も向じで，球形の中

詑齢の尾部lζ割れ目ができるつその割れ目から尾部がまず外部にwて， J民次内容物の移動によって全体が

外にでる c 雌成虫は遡を除いたすべての付属長， とくに強いl店iを具備し， 大きさは 3........4 mm，色ば褐

色c

中潤齢より脱出後，産卵場所を求めて行動を始めるがとの移動の型が密度によって明確な違いがある c

すなわち‘低密度のときは移動が少なく中間齢の及品殻の付近に卵のうを形成する。しかし，高密度のと

きは，脱出殻:乙近い位置に卵のうを形成する伺体と，新梢から新梢へ，新消から主幹へ，あるいは針案の

先から地上へ落下するなど盛んに移動する個体とが議案できる c

定着した雌成虫は体表百の分泌腺より白い綿糸状物質を日i し、体表面全体をおおう o YI~のうの形態は外

部に露出している場合は期日IHと似るが，粗虎の下百の場合l主婦平になる c 卵のう形成後すぐに産卵が始ま

り，産卵立とほぼ|司M成虫の体が縮小し， 1窒卯終了後は卵のうのごく一部を占めるにすぎないて ~I~のうの

大きさは 3.5mm 前後で，色は白 (Plate 2, f) じ

雄 3 齢幼虫，蛸，成虫

詮 3 t陥の形態は昨fi成虫とよく似ているが，体長， 体陪とも ft~Ë成虫のほぼ半分の大きさで1. 5.......2.0 mm  

であるさ 2 齢よりの!脱皮は地成虫より 20........30 日早く行なわれ， 雄成虫と雌成虫の羽化時JVJ とが合致する

ようになって L、るコまゅの形成は雌成虫の却のう JF:成過程と全く同 Uように行なわれる。形成されたまゅ

の中で.捕， !戒!1ょとなる c まゅの形成場所は粗皮の下，あるいは側校の分技点などのrü射日光の当たらな

い場所を選んでhなわれる c 通常 20........30 間体集まり， ときには 100 個体以上集まっていることもある 3

数頭の堆戒虫が雌成虫の}，1，1聞を飛行，歩行し，そのうちの 1 頭が交濯する (Plate 2, i) 。

産卵数

産卵数O) ~flJ査は鉢lil'[えのアカマツで飼育していた伺(与を)司いた。このアカマツ上の本躍の個体数密度が

高く既述したように産卵のための移動に 2 とおりの韮があったので，便宜上これを定住型(新梢部に卵の

うを形成)と移住!~~! (~ヒ，;('化鉢土の上〉に分けて産卵数を数えた c

卵数;jl，lilf.は l主~p終了後 O]I~のう形成後 2........3 日)， }ßのうを 1 つずつピンセットで抑制Jl日ζ入札，キシ

ロールを注入して卵のう形式:1均百を溶かし，実体2貫徹境下で数えたc 定住割、 移住型それぞれ 25 個体ず

つ供試し、 EE下現I~ と雌体内!こ成る卵を別々に数えた。産み残し卵は未成熟のものも含まれるので正確な値

ではない 3

Table 1 に示すように， efÍ.下卵数の平均;土定ti:型 292 卵，移住型 232 卵であった。乙の平均値の差は危

険率 596で有意である c また産み残しØ[~諒!土移住型の方が多いようである c 産卵する前に移動する個体と

移動しない個体の産卵数の差!立木質的なものか‘あるいは見かけだけのものか切らかでないが，ある程度
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Table 1. マツモグリカイガラムシの産卵数 (1970年 4 JJ) 

Reproductive capacity of M. matsumurae (April , 1970) 

調査個体 i E3LbllSIAnt fJ(le 移Dispersa住1 femal型e 

pNeon.mofent E産gg ov下lpOSl卵todl||産Eggみr践emaしined卵 E産gg ov下iposi卵ted 1l 産Eggみr残emaしine卵d 

2:15 27 136 。

2 191 60 207 60 
3 281 40 261 36 
A 243 50 107 38 
5 279 40 153 58 

6 111 30 183 30 
7 159 50 317 60 
8 311 。 155 60 
9 310 36 150 62 
10 196 50 238 50 

11 366 35 294 66 
12 182 26 226 60 
13 285 .-;6 218 50 
14 485 9 81 3ふ

lS 181 8 289 55 

16 257 8 223 50 
17 359 4 276 50 
18 450 2 154 40 
19 ~22 10 257 55 
20 435 4 156 40 

21 354 8 197 30 
22 362 8 393 37 
23 370 2 565 66 
24 332 2 273 40 
25 248 5 292 65 
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両型の内的性質を反映しているものと考えりすL る円

寄生部位

大別して 2 つに分けることができる。( 1 )主幹や太い枝の割れ目， (2) 針葉の基部，とくに葉梢の内

世，IJ あるいは外側，このほかまれに小，伎に寄生しているものもある。

寄生型( 1) (ま粗皮下全面に寄生することはできなけ n すなわち、中Jl皮下において内樹皮の露出は線状

;こ限定されている c そのため本躍の寄生は数頭ないし数卜頭ラこの総状部分に集介している c また，寄生

主( 2) の場合は針葉の基部 l か所の寄生個体数は最も多いものでも 31同体であったが，普通 1 個体ずつ

である二

この 2 つの寄生型の現われはある程度の広がり(休分，地域、庭1%1)を単位としているわ ζ の 2 つの寄

生型の組合せは 3 とおりある c すなわち， (1) 担の寄生I (2) ~fJ.の寄生?そして( 1 )と( 2 )型の同

時の現われ，乙の 3 組合せが野外で観察できる、 とのうち， ( 1 )担と( 2 )型の寄生が同時に単木内で

みられでも，新梢に寄生する団体訂:と主幹や太い枝に寄tとする個体群の聞には明白な隔離がある。新梢 iこ

手写生する{国俸群は新梢の先端の針葉の抵~'$~こ寄去数が多く、次に，ぞれ以外の針葉の着生している部分へ

の寄生数が多いコ残りの針葉の着生していない I~S分への寄生はまれである (Fig. 3) っ これに反し， 主幹

に寄生する個体群は下部の方が寄生i:ùl体数が多く，上部に進むにつれて寄生個体数が減少する (Fig. 4) コ

この寄生数の推移は木の高さが直接関連しているのではなく，粗皮の厚さ，すなわち寄生し得る内樹皮の
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マツモグリカイガラムシの主幹にお

ける寄生数

A verage number of intermediate female 

and sccond male larva on main stem. 

Fig. :-1 

c 
。:新H4の先端より 2cmっ 2 cm part from the top 
of shoot. b: a を除いた針葉の若生している部分n
Needle-grown part without the part. c: 針葉

の着生していな1部分台 The rest part without 
a and b. 

Fig.3 マツモグリカイガラムシの事r-梢 (1970年)

における寄生数

X umber of intermediate female and 

second male larva on shoots 

b 。

( 1) ~~'i と (2) 型の隔離は両者の[引に寄tとに適しない部分が 1 程の境界線とな露出部分の多少による u

っていると考えられる。

(Plate 3, j & k) 

マツモグリカイガラムシの寄ととをえけると，ほとんどのマツ，こくにアカマツでは次の襟徴を呈する。

1 )害型成長して枝が下垂あるいはねじれが生じる c 2) II-ì菜の変色やj混落が多えなり，はなはだしい場

被害の標徴

合は新葉を残して他はすべて脱落する・コ:)) J吟あるいは枝の表面が正市なものにくらべて凹凸が強くな

り，サメ肌状になる。 4 )部分的な技f， 1ïれが起こる" 5) 寄生を受けた結果，討が部分的にえ死し，材質

がもろくなり，風や雪などの気象害を受けやすい。
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Plate 1 

a : 1 齢幼虫

b : 1 齢幼虫定着相

c :未成熟 21合幼虫

d :成熟 2 ;:議公虫

Plate 2 

図版説明

Explanation of plates 

Crawlers 

Sessile phase of crawler. 

Immature interrnediate stage larva. 

lVlature interrnediate stage larva. 

e :針葉山部の 2 齢幼虫 fntennecliate stage larvae on the base of needle. 

f : 1 年枝 l二の卵のう Colony of egg sac 011 shoot. 

g :雌!VG虫(背百) Ac1ult female , dorsal view. 

h :雌成虫(腹面) Adult female, ventral vievv'. 

Plate 3 

i :;般の交尾請の飛 ;1- Fli_ght of adult males before coition. 

j, k :典型的な被害 Typica 1 effect on host tree. 
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Studies on a Margarodid S伺le， .1.l1atsucoccus mαtsumurae 

(Kuw ANA) (Hemiptera; Coccoidea) 

1. Bionomics 

Akihiko TAKETANI(l) 

Summarv 

l~falsucocc/(s matsUJJ1urae is at present the only native scale insect seriously injurious to 

pines in Japan. 1~1. matsllmurae, at first , was described as Xylococcus matsumurae by KC¥VAl'A 

(1905). Later, COCKEREJ.I. (1909) pointed out X. 1natsUJ11urae did not belong to Xylococcus, and 

then set up the nev,,' genus iv!atsllcocCUS based on published information. Then, Xylococcus 

matsumurae ¥vas converted to the genus 1¥fatsucoccus. 

vVe have a 1itlle information on the bionomics of 111. matsul1Iurae in the original publicaｭ

tion and others (VVATANABE & TAKAGI 1967, TOKUSHlGE & lvloRIMoTo 1969) , but it was fragmenta1. 

The author hacl occasion to study the unknown parts of the bionomics, i. e. host relationship, 
life cycle, reproductive capacity, settled places of crawler and effect on host trees, and g切

graphical distribution in the western part of Japan (except Shikoku Island) from 1968 to 1971. 

The results are summarizecl as follows : 

1. 1n the field , 11I. malsunwrae are found on four species of pines, i. e. Pinus densiflora 

5mB. et Zucc ・ . P. 1I1lIIIbergii PAHLATORE (domestic species in Japan) , P. luchuel1sis MAYR and P. 

massoniana LAMD. (introdllcec1 species). Among domestic species, 111. 1I1atsumurac prefers P. 

dens~flora to P. tlumbergii. 

One of the observations of host preference carried out at the artificial stand of about 130 

ha. in Mie Prefecture, where three species of pines (P. densiflora, P. tlumbergii and P. taeda) 

.vere afforested in mixture showed that ,\1. matsuJI1urae gave rise to high density on P. densiｭ

flora , but hardly occurrec1 on P. tlumbergii and P. taeda which were adjacent to P. densiflora with 

branches and twigs. 

2. Observed geographical distribution is sho,vn in Fig. 1. 

3. lv!. ma!su11Iurae is bisexllal and bivoltine species. Adlllt emerges from the end of April 

to the middle of May in spring generation, anc1 from the end of September to the middle of 

October in fal1 generation. Life cyc1e is typical of the genus (Fig. 2). 

4. Ac1ult female of 111. matsumurae has two types of egg-laying habits. One of them forms 

an egg sac on a shoot (establishment type) , and the other under a bark scale (dispersal type). 

Number of oviposited ancl remainecl eggs were counted in 25 individuals of the two typ回 res

pectively (Table 1). Average number of oviposited eggs, is 292.16 in establishment type and 

232A in dispersal type, and this variance suggests that the egg-laying habits of the two types 

have some differentiae of intrinsic characters. 

る The newlv hatched larv九 of ルよ matsumurae crawls a considerable distance and settles 

down to sllitable places, either at the base of needles of 1 or 2 year-old twig, or under a loose 

bark scale (Figs. 3 & 4). 

6. 1n low density , the first visible foliar indication of feeding by 11よ matsul1lurae is a slight 

yellowing in 2 yeal'可ld t¥vig and shortening of the new growth. However, this discolouration 

Received December 仇 1971

(1) Kansai Branch Station , Government Forest Experiment Station. 
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and shortend growth do回 not occur o¥'er the enti r� crown, 1> ut only on an occasional branch 

or twig. 

As the sc:dc population increases and f~eding becomes more intensê , cliscolouratioll, shortｭ

enecl growth, c1eformation, fl ョgging and twist of branch ancl twig , ancl necrosis beneath each 
feeding scale occur heavi1y ovcr the entire crOWI1. 
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